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本論文においては、解除は断片的に検討素材とされているにとどまり、損害賠償の問題について
は触れられていない。特に、本論文の眼目の１つが、売主の治癒権という契約関係の維持による
公平な法的解決の実現である以上、契約関係から当事者を離脱させる解除との緊張関係を説明す
ることが強く望まれたところであるといえよう。また、債務不履行における当事者間の利害調整
を図る最後の調整手段は損害の塡補であるという考え方もあり得るところであり、この点につい
て筆者がどのような研究の方向性を思い描いているか、言及がないのは遺憾であった。 
 もう１つ、本論文においては、日本法（民法（債権関係））も中国法との比較検討素材として
取り上げられており、本論文が日本法の改正動向にとっても有益となることを望む旨が記されて
いる。確かに、本論文で検討素材とされた個別論点の幾つかは、日本の民法（債権関係）改正論
議の俎上にも載せられているものであるが、本論文がフォローする日本法の文献は、ほぼ2010年
頃までのものにとどまっており、やや中途半端な感は否めない。 
 しかし、第１の点については、本論文は、売買契約上の義務の分析が必要であることと、売主
による義務違反があった際に契約関係の存続――筆者が導入の必要性を強調する売主の治癒権も
この文脈で捉えることができる――が優越すべきことを浮き彫りにするところに注力したものと
理解することができ、現に損害賠償については、残された課題として筆者自身が自覚するところ
でもある。また、第２の点についても、民法（債権関係）改正の論議が急ピッチで進められてい
ることに照らすと、中国に在住する筆者にこれをフォローする活字資料の入手を求めることは、
いささか酷に過ぎるであろう（2010年頃までの論議については、日本語の一次資料に丁寧に当た
っていることが伺える）。したがって、以上のような問題点があったとしても、それは本論文の
価値を決定的に減殺するものではないといえよう。むしろ、本論文の筆者が、広範な分析・検討
の対象を把握する視点の的確さを備えていることに鑑みると、本論文を基礎として契約解除、契
約上の義務分析、損害賠償論など、この筆者が本論文の延長線上に現れてくる重要な領域の研究
を進め、今後の契約法研究に貢献することが大いに期待されるといってよいであろう。 
 以上により、本論文を、博士（法学）の学位を授与するに値するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
